
三

　
　
は
じ
め
に

　

昨
年
度
（
平
成
二
六
年
度
）、
総
数
七
、六
二
二
点
に
の
ぼ
る
文
書
群
「
小
室
家

文
書
」
が
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
小
室
家
文
書
は
、
比
企
郡
番
匠
村
（
現
と
き
が

わ
町
番
匠
）
の
小
室
開あ

き

弘ひ
ろ

家
に
伝
来
し
た
文
書
群
で
あ
る
。
昭
和
五
五
年
（
一
九

八
○
）
に
約
五
百
点
の
文
書
が
当
館
に
仮
寄
託
さ
れ
た
の
を
端
緒
と
し
て
、
そ
の

後
、
段
階
的
に
追
加
寄
託
を
受
け
る
と
と
も
に
、
並
行
し
て
文
書
の
整
理
・
分
類

作
業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
三
月
に
『
小
室
家

文
書
目
録
（
（
（

』（
以
下
『
目
録
』）
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
く
一
般
に
公

開
・
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

小
室
家
と
そ
の
文
書
群
に
つ
い
て
は
『
目
録
』
解
説
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

『
新
編
埼
玉
県
史
（
（
（

』（
以
下
『
埼
玉
県
史
』）、『
都
幾
川
村
史
（
（
（

』
な
ど
の
自
治
体
史
、

当
館
の
『
研
究
紀
要
』（
以
下
『
紀
要
』）、
そ
の
他
様
々
な
研
究
論
文
や
著
作
物
等

で
紹
介
・
分
析
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
書
群
の
内
容
が
あ
ま
り
に
も

多
岐
に
わ
た
り
、
な
お
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
第
一
級
の
資
料
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
え
っ
て
そ
の
全
貌
を
捉
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

　

今
回
、
小
室
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
『
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
寄
託
資
料
が

全
て
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
小
室
邸
内
に
残
さ
れ
て
い
た
資
料
を
新
た
に
追

加
寄
贈
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
館
に
小
室
家
の
全
文
書
が
揃
っ
た

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
追
加
寄
贈
分
の
資
料
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の

寄
託
・
寄
贈
の
経
緯
を
改
め
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、
小
室
家
文
書
の
研
究
史
や

文
書
群
全
体
の
概
要
を
俯
瞰
し
、
併
せ
て
寄
贈
を
記
念
し
て
今
年
度
六
月
～
十
月

に
当
館
の
展
示
室
で
開
催
さ
れ
た
「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」

の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
う
。

　
　
一
　
小
室
家
文
書
に
つ
い
て

　
　
（
一
）
小
室
家
に
つ
い
て

　

小
室
家
は
越
前
国
（
現
福
井
県
）
出
身
で
、
元
は
竹
内
姓
を
名
乗
る
福
井
藩
士

で
あ
っ
た
が
、
正
徳
年
間
に
脱
藩
し
て
姓
を
田
代
に
改
め
た
。
享
保
二
年
（
一
七

一
七
）、
初
代
の
田
代
元
貞
は
関
東
に
赴
き
、
幕
府
医
官
の
も
と
で
医
術
を
学
ん
だ

後
、
縁
あ
っ
て
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
に
番
匠
村
に
医
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
、

名
主
正
木
氏
の
娘
を
娶
っ
て
当
地
に
居
を
定
め
た
。
以
来
、六
代
目
の
小
室
元
貞
（
（
（

が

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
医
業
を
廃
業
す
る
ま
で
、一
五
○
年
に
わ
た
っ
て
「
在

村
医
」
と
し
て
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

三
代
目
の
田
代
元
長
は
姓
を
「
小
室
」
と
改
め
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に

賀
川
流
産
科
術
の
免
許
皆
伝
を
受
け
た
。
こ
れ
以
後
、
小
室
家
は
蘭
方
産
科
医
と

し
て
名
を
成
す
よ
う
に
な
り
、
元
長
が
四
代
目
の
元
貞
と
と
も
に
営
ん
だ
医
学
塾

小
室
家
文
書
の
寄
贈
と
展
示「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」に
つ
い
て

井　

上　

か
お
り

小
室
家
文
書
の
寄
贈
と
展
示
「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」
に
つ
い
て
（
井
上
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

四

「
如
達
堂
」
か
ら
は
、
伊
古
田
純
道
・
岡
部
均
平
・
安
藤
文
澤
を
は
じ
め
、
日
本

の
近
代
医
療
の
礎
を
築
い
た
多
く
の
弟
子
が
育
っ
て
い
る
（
（
（

。

　

小
室
家
は
医
業
だ
け
で
な
く
、
代
々
名
主
や
名
主
後
見
役
を
務
め
る
な
ど
、
村

役
人
・
村
の
重
鎮
と
し
て
の
責
務
も
担
っ
て
い
た
（
（
（

。
更
に
、
名
う
て
の
知
識
人
・

文
化
人
と
し
て
、
江
戸
を
は
じ
め
各
地
の
著
名
な
学
者
や
文
人
た
ち
と
交
流
を
も

ち
、
地
域
文
化
を
牽
引
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
小
室
家
五
代
目
の
元
長
は
、
考
古
学
・
歴
史
学
の
愛
好
家
、
い
わ
ゆ
る

「
好
古
家
」
と
し
て
の
活
躍
も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
胄
山
の
根
岸
友
山
ら
の
好

古
家
仲
間
達
と
交
流
し
、
郷
土
史
研
究
の
分
野
で
も
高
い
業
績
を
収
め
て
い
る
。

　

明
治
以
降
の
小
室
家
は
、
六
代
目
の
元
貞
の
時
代
に
医
業
か
ら
離
れ
た
。
そ
の

後
、
元
貞
は
番
匠
村
の
村
会
議
員
や
明
覚
村
長
な
ど
を
務
め
、
七
代
目
の
郁
彦
も

父
と
同
様
、
明
覚
村
の
助
役
や
村
長
を
歴
任
し
た
。
な
お
、
八
代
目
で
現
当
主
の

小
室
開
弘
氏
は
教
職
と
し
て
長
く
学
校
教
育
に
尽
力
さ
れ
、『
都
幾
川
村
史
』
の

編
さ
ん
な
ど
に
も
携
わ
ら
れ
た
。
近
代
以
降
も
小
室
家
は
、
医
療
に
替
わ
っ
て
村

政
や
教
育
行
政
な
ど
で
地
域
の
発
展
に
力
を
注
ぎ
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
寄
贈
ま
で
の
経
緯

　

当
館
で
は
、昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
に
埼
玉
県
古
文
書
所
在
確
認
調
査
（
寛

永
期
以
前
の
古
文
書
の
悉
皆
調
査
）
を
実
施
し
、
こ
れ
以
降
も
関
係
自
治
体
や
諸

機
関
の
協
力
の
も
と
、
新
出
古
文
書
の
発
見
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
、
同
年
か
ら

県
民
部
県
史
編
さ
ん
室
に
よ
る
『
埼
玉
県
史
』
編
さ
ん
事
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、

前
述
の
古
文
書
所
在
確
認
調
査
や
県
史
編
さ
ん
の
た
め
の
古
文
書
情
報
の
収
集
過

程
に
お
い
て
、
都
幾
川
村
（
当
時
）
に
極
め
て
貴
重
な
資
料
群
が
あ
る
と
い
う
情

報
が
も
た
ら
さ
れ
、
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
九
月
に
小
室
邸
で
最
初
の
調
査

が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
二
月
二

十
日
付
の
「
太
政
官
牒
（
前
欠
）」（
№
五
六
九
五
）、
東
寺
百
合
文
書
の
一
部
で
あ

る
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
十
二
月
二
五
日
付
の
「
六
波
羅
御
教
書
」（
№
五
六
九

六
）
な
ど
、
史
料
的
価
値
の
高
い
古
代
・
中
世
文
書
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
７
）。

　

翌
昭
和
五
五
年
、
中
世
文
書
等
を
含
め
た
文
書
約
五
百
点
が
当
館
に
寄
託
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
際
、
小
室
邸
内
の
土
蔵
に
稀
覯
本
を
含
む
多
数
の
和

書
・
漢
籍
・
医
学
書
等
が
確
認
さ
れ
、
調
査
の
結
果
、
四
年
後
の
昭
和
五
九
年
（
一

九
八
四
）、
典
籍
類
を
中
心
に
約
二
千
点
が
追
加
寄
託
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
仮
整
理
が
行
わ
れ
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）、
小
室
家
文
書
五
、七
二

四
点
に
つ
い
て
の
仮
目
録
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
以
後
、
小
室
家
文
書
に
含
ま

れ
る
様
々
な
重
要
資
料
が
各
方
面
の
研
究
者
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

文
書
の
一
般
公
開
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
最
初
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
「
小
室

家
」
と
そ
の
文
書
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
『
埼
玉
県
史
』
で
あ
る
。『
資
料
編
12  

近

世
３ 

文
化（
８
）』

で
は
、「
埼
玉
県
地
域
生
れ
の
所
謂
在
地
の
学
者
・
文
人
」
の
項
で
「
小

室
元
長
家
」
が
紹
介
さ
れ
、
医
業
の
ほ
か
、
学
者
・
文
人
と
し
て
の
活
動
や
交
流

も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
し
て
、
文
書
群
の
う
ち
伊
古
田
純
道
、
河
津
省
庵
、
久
米
逸

淵
ら
の
書
簡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
通
史
編
４ 

近
世
２（
９
）』

で
は
、
第
六

章
第
四
節
「
四 

埼
玉
の
医
学
」
の
項
で
「
小
室
元
長
」（
三
代
）
が
紹
介
さ
れ
た

ほ
か
、
医
学
書
を
中
心
と
し
た
小
室
家
の
膨
大
な
蔵
書
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

長
く
懸
案
と
な
っ
て
い
た
文
書
の
整
理
が
漸
く
完
了
し
て
、
平
成
九
年
に
前
述

の
『
目
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
文
書
の
総
点
数
は
枝
番
号
も
含
め

て
七
、三
三
一
点
に
増
加
し
、
改
め
て
寄
託
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
文
書
群
の
構

成
は
文
書
や
典
籍
類
を
中
心
に
、
書
画
・
錦
絵
・
拓
本
・
刷
物
な
ど
多
種
多
様
な

も
の
で
、
書
簡
や
明
治
以
降
の
近
代
資
料
の
中
に
も
注
目
に
値
す
る
も
の
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
研
究
は
一
層
深



五

化
し
、
対
象
と
さ
れ
る
分
野
も
更
に
広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

平
成
二
四
年
（
二
○
一
二
）、
小
室
開
弘
氏
よ
り
、
当
館
に
寄
託
中
の
資
料
全
て

と
、
こ
れ
ま
で
小
室
邸
内
で
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
類
の
全
て
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
け
る
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
寄
託
資
料
を
受
け
入
れ
る
準
備
を
行

う
と
と
も
に
、
仮
受
領
し
た
約
三
百
点
の
追
加
資
料
を
こ
れ
に
併
せ
て
、
改
め
て

分
類
・
再
整
理
を
行
っ
た
。
そ
し
て
平
成
二
七
年
三
月
、
資
料
評
価
会
議
を
経
て
、

総
数
七
、六
二
二
点
の
小
室
家
文
書
が
当
館
の
貴
重
な
財
産
と
な
っ
た
。

　
　
（
三
）
小
室
家
文
書
の
研
究
史

　

小
室
家
文
書
の
研
究
で
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
「
在
村
医
」・「
蘭
方
医
」・「
産

科
医
」
と
し
て
の
小
室
家
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
（
（1
（

。
こ
れ
は
主
に
蘭
方
産
科
医
と

し
て
の
小
室
家
を
確
立
し
た
三
代
小
室
元
長
・
四
代
元
貞
・
五
代
元
長
に
関
す
る

も
の
で
、
小
室
家
文
書
研
究
の
代
表
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
特
に
、
小
室
家
の
三

代
（
三
代
元
長
～
五
代
元
長
）
の
当
主
た
ち
に
よ
っ
て
書
き
綴
ら
れ
た
六
十
余
冊

の
日
記
（
№
一
四
一
ほ
か
）
は
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
江
戸
近

郊
農
村
部
に
お
け
る
医
療
活
動
の
様
相
は
勿
論
の
こ
と
、
同
時
期
の
村
落
や
人
々

の
暮
ら
し
の
諸
相
を
語
る
も
の
と
し
て
非
常
に
資
料
的
価
値
が
高
い
も
の
で
あ
る
（
（1
（

。

　

ま
た
、
小
室
家
蔵
書
に
含
ま
れ
る
医
学
・
博
物
学
の
典
籍
類
は
特
に
医
学
史
の

研
究
者
を
中
心
に
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、『
蘭
東
事
始
（
（1
（

』
写
本
（
№
二
九
二
九
）

や
、
こ
れ
と
合
綴
さ
れ
た
『
遁
花
秘
訣
（
（1
（

』
写
本
な
ど
、
全
国
的
に
見
て
も
残
存
数

の
極
め
て
少
な
い
、
稀
覯
本
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
植

物
学
の
書
で
あ
る
『
植
学
啓
原
』（
№
三
九
五
四
）
に
は
著
者
で
あ
る
蘭
学
者
宇
田

川
榕
庵
の
送
り
状
（
№
一
一
二
四
―
一
八
）
が
付
随
し
て
お
り
、
小
室
家
と
の
交

流
の
深
さ
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、『
撒
羅
満
氏
産
論
（
（1
（

』
写
本
（
№
三
八
○
一

～
三
八
一
一
）
は
伊
古
田
純
道
ら
が
帝
王
切
開
術
を
行
っ
た
際
に
参
考
に
し
た
書

と
推
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
小
室
家
の
典
籍
資
料
に
は
単
な
る
収
集
本
に
留
ま
ら

な
い
、
奥
行
の
あ
る
資
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
伊
古
田
純
道
や
安

藤
文
澤
ら
の
門
人
を
育
て
た
師
と
し
て
の
小
室
家
の
研
究
（
（1
（

や
、
順
天
堂
の
祖
で
あ

る
佐
藤
尚
中
と
の
交
流
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、「
好
古
家
」・「
郷
土
史
研
究
家
」
と
し
て
の
小
室
家
を
対
象
に
し
た
一
連

の
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
は
主
に
五
代
目
の
元
長
と
そ
の
周
辺
を
中
心
と
し
た
も
の

で
、
根
岸
武
香
や
内
山
作
信
ら
同
時
代
の
好
古
家
達
と
の
交
流
や
、
元
長
自
身
の

研
究
者
と
し
て
の
活
動
や
実
績
、
著
作
に
関
す
る
研
究
（
（1
（

の
ほ
か
、
元
長
に
よ
っ
て

収
集
さ
れ
た
古
代
・
中
世
文
書
そ
の
も
の
を
扱
っ
た
研
究
（
（1
（

な
ど
が
あ
る
。

　

更
に
、
俳
諧
を
中
心
に
、
文
化
人
と
し
て
の
小
室
家
に
関
す
る
研
究
（
（1
（

も
あ
る
。

三
代
元
長
は
春
秋
庵
の
川
村
碩
布
に
師
事
し
て
俳
人
と
し
て
も
名
を
成
し
、
四
代

元
貞
、
五
代
元
長
も
そ
れ
ぞ
れ
俳
号
を
も
ち
俳
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
な
お

四
代
元
貞
は
、
碩
布
の
後
継
で
あ
る
久
米
逸
淵
の
活
動
を
物
心
両
面
か
ら
支
え
る

存
在
で
も
あ
り
、
五
代
元
長
は
、
忍
藩
の
儒
学
者
・
漢
学
者
の
芳
川
波
山
に
師
事

す
る
な
ど
、
小
室
家
と
当
代
一
流
の
学
者
達
と
の
関
係
も
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

村
役
人
と
し
て
の
小
室
家
に
関
し
て
は
、
領
主
で
あ
る
旗
本
佐
久
間
宇
右
衛
門

家
族
の
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
番
匠
村
疎
開
一
件
の
関
係
文
書
（
（1
（

を
は
じ
め
、

検
地
帳
や
村
絵
図
な
ど
重
要
な
資
料
が
あ
る
。
近
代
で
は
、
六
代
目
元
貞
が
明
覚

村
の
村
長
を
務
め
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
県
や
役
場
関
係
書
類
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

　

小
室
家
の
人
々
が
同
業
の
医
師
や
蘭
学
者
、
俳
人
や
儒
学
者
、
好
古
家
仲
間
等

と
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
交
わ
し
た
書
簡
の
研
究
（
（2
（

も
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
銅
板
画
家

で
蘭
学
者
の
安
田
雷
洲
に
よ
る
肉
筆
画
「
紙
本
淡
彩
足
羽
先
生
提
安
藤
文
澤
雪
行

図
」（
№
六
○
八
九
）
の
分
析
（
（2
（

や
、
小
室
家
文
書
に
も
多
く
含
ま
れ
る
近
代
の
銅
版

画
な
ど
の
研
究
（
（2
（

も
あ
る
。
俳
画
以
外
の
絵
画
資
料
な
ど
は
、
小
室
家
文
書
の
中
で

小
室
家
文
書
の
寄
贈
と
展
示
「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」
に
つ
い
て
（
井
上
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

六

は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
分
野
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
新
し
い
側
面
か
ら
の
研
究
も
今
後
更
に
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　　

　
二
　
小
室
家
の
追
加
寄
贈
資
料
に
つ
い
て

　

表
一
は
、
昨
年
度
追
加
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
一
覧
で
あ
る
。
分
類
・
内
訳
に
つ

い
て
は
、
表
二
の
小
室
家
文
書
全
体
の
分
類
・
内
訳
の
中
に
「
追
加
分
」
と
し
て

ま
と
め
た
。
こ
の
分
類
は
、
小
室
家
文
書
全
体
の
構
成
を
つ
か
む
た
め
、『
目
録
』

の
分
類
（
（2
（

を
も
と
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
新
た
に
「
医
学
」「
歴
史
―

史
料
」「
小
室
家
関
係
」
と
い
う
項
目
を
設
け
、
公
的
文
書
以
外
の
資
料
に
つ
い
て

は
、
近
世
・
近
代
と
い
う
年
代
分
類
を
し
て
い
な
い
（『
目
録
』
で
は
、
明
治
五
年

三
月
ま
で
を
近
世
、
四
月
以
降
を
近
代
と
し
て
い
る
）。
な
お
、
書
状
に
つ
い
て
は

内
容
が
不
可
分
の
も
の
も
多
い
た
め
、
概
ね
「
小
室
家
関
係
」
に
分
類
し
た
。

　
近
世
（
名
主
）
文
書
群
・
近
代
（
役
場
）
文
書
群

　

こ
の
内
容
の
文
書
群
は
、
既
に
大
半
が
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
た
め
、
追
加

資
料
と
し
て
は
九
点
に
留
ま
っ
た
。
名
主
文
書
の
う
ち
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
○

二
）
の
番
匠
村
年
貢
割
付
（
№
六
五
八
四
）
は
小
室
家
来
村
以
前
の
も
の
で
あ
る
。　
　

　

近
代
役
場
文
書
と
し
て
は
、明
治
十
一
年
（
一
八
七
九
）
の
「
番
匠
村
御
用
留
」

（
№
六
四
六
六
）、
同
年
付
の
「
各
校
沿
革
誌
」（
№
六
四
七
四
）
が
あ
る
。「
沿
革

誌
」
は
、
六
代
元
貞
の
弟
で
明
覚
学
校
の
教
員
の
小
室
勤
が
、
学
制
施
行
以
降
、

当
地
域
に
作
ら
れ
た
小
学
校
の
沿
革
や
現
況
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
日
記
・
記
録

　

小
室
家
文
書
の
中
で
も
特
に
貴
重
と
考
え
ら
れ
て
い
る
資
料
が
、
当
主
た
ち
の

書
き
継
い
だ
「
日
記
」
群
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
追
加
寄
贈
の
中
に
は

そ
の
一
冊
（
№
六
四
六
四
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
忽
忘
」
と
題
さ
れ
、「
小
室
足

羽
」（
三
代
元
長
の
号
）
と
記
名
の
あ
る
こ
の
日
記
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

正
月
に
始
ま
り
、
断
続
的
に
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
正
月
ま
で
続
い
て
い
る
。　

　

元
長
は
産
科
医
と
し
て
の
小
室
家
の
「
中
興
の
祖
」
で
あ
り
、
六
四
歳
で
子
の

四
代
元
貞
に
家
督
を
譲
っ
た
後
も
精
力
的
に
診
療
や
医
学
研
究
を
続
け
て
い
た
。

日
記
の
書
か
れ
た
弘
化
年
間
、
元
長
は
八
十
歳
を
超
え
て
い
た
が
、
日
々
の
暮
ら

し
や
医
療
情
報
な
ど
を
事
細
か
に
記
す
筆
致
に
衰
え
は
感
じ
ら
れ
な
い
（
（2
（

。

　
医
学

　

今
回
の
追
加
寄
贈
の
う
ち
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
の
が
分
類
④
の「
医
学
」
関
係

資
料
で
あ
る
。
医
家
で
あ
る
小
室
家
の
根
幹
を
成
す
資
料
で
、
大
半
の
資
料
が
文
書

館
に
寄
託
さ
れ
た
後
も
、
小
室
邸
内
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
（2
（

。

　

ま
ず
、
二
代
目
の
田
代
通
仙
が
領
主
佐
久
間
宇
右
衛
門
か
ら
「
苗
字
帯
刀
」
を
許

さ
れ
た
こ
と
を
示
す
文
書
（
№
六
六
二
三
―
二
）
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
小
室
家
が

医
業
だ
け
で
な
く
学
問
の
面
で
も
村
へ
貢
献
し
て
き
た
功
に
よ
り
、苗
字
帯
刀（
剣
）

と
諸
役
伝
馬
永
の
免
除
の
ほ
か
、
領
所
の
祐
筆
役
を
命
じ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
小

室
家
文
書
の
中
に
は
二
代
通
仙
に
関
わ
る
資
料
が
少
な
い
が
、
既
に
医
師
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
村
の
有
力
者
と
し
て
領
主
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
三
代
目
の
元
長
が
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
鶴
田
斎
宮
か
ら
香
川
流
産

科
術
の
免
許
皆
伝
を
受
け
た
際
の「
許
可
書
」（
№
六
六
二
二
）
と
、
免
許
皆
伝
と
と

も
に
授
け
ら
れ
た
鉄
鈎
を
収
め
て
い
た
木
箱
「
産
科
守
護
活
鈎
神
仙
納
箱
」（
№
六
六

三
五
）
と
そ
の
包
紙
（
№
六
六
三
三
・
三
四
）
が
あ
る
。
許
可
書
の
裏
面
に
は
「
不

許
他
見　

当
流
口
伝
回
生
之
奇
具
」と
し
て「
活
鈎（
鉄
鈎
の
こ
と
）」及
び「
蛇
頭
」

（
胞
衣
を
切
る
小
刀
）
の
絵
と
、
寸
法
な
ど
の
細
か
な
仕
様
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、「
如
達
堂
産
科
王
術
秘
伝
巻
」（
№
六
六
三
二
）

と
題
さ
れ
た
一
冊
は
、
賀
川
流
産
科
術
の
極
意
を
、
元
長
が
詳
細
な
挿
絵
と
と
も
に



七

記
し
た
も
の
で
あ
る
。
難
産
の
際
、
胎
児
を
母
胎
か
ら
娩
出
さ
せ
る
た
め
の
賀
川
流

鉄
鈎
は
、
使
用
法
を
誤
る
と
産
婦
を
傷
つ
け
、
命
も
奪
い
か
ね
な
い（

（2
（

。「
秘
伝
巻
」
に

は
、
施
術
を
行
う
際
の
手
の
形
と
鈎
を
載
せ
る
位
置
、
娩
出
時
の
操
作
な
ど
具
体
的

な
説
明
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
賀
川
流
は
口
伝
を
旨
と
し
て
い
た
た
め
こ
れ
は
弟
子

た
ち
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
鉄
鈎
と
と
も
に
前
述
の
木
箱
に
収
め
ら
れ
て
封

印
さ
れ
た
。
再
び
開
封
さ
れ
た
の
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　

元
長
が
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
産
科
術
会
得
の
経
緯
を
綴
っ
た
「
産
科
の
起

源
」（
№
六
六
三
一
）に
は
、
番
匠
村
に
居
を
構
え
て
以
来
、
医
業
も
繁
栄
し
て
い
た

が
、
や
が
て
近
在
に
医
者
も
増
え
て
き
た
た
め
、
友
人
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
専
業
と

し
て
「
産
科
」
を
学
ぼ
う
と
志
し
た
こ
と
、
当
初
京
都
の
賀
川
玄
悦
に
入
門
し
よ
う

と
し
た
が
遠
方
で
あ
る
た
め
、
玄
悦
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
甲
斐
国
の
鶴
田
斎
宮
の
も

と
で
学
び
、
寛
政
八
年
十
月
十
日
に
産
科
の
「
秘
術
」
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
医
道
興
隆
と
子
孫
守
護
の
た
め
、伝
授
さ
れ
た
「
活
鈎
」

を
守
護
と
し
て
毎
年
こ
の
十
月
十
日
に
祭
礼
を
行
う
こ
と
、
と
結
ば
れ
て
い
る
。

　

更
に
、
小
室
家
の
医
業
と
そ
の
功
績
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
資
料
と
い
え
る
の

が
「
及
門
姓
名
録
」（
№
六
四
二
五
）
と
「
及
門
姓
名
簿
」（
№
六
四
二
四
）
で
あ
る
。

こ
の
二
巻
は
同
様
の
筆
跡
・
装
丁
で
あ
り
、
同
時
期
（
嘉
永
二
年
・
一
八
四
九
）
に

作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、「
姓
名
録
」
に
は
三
代
元
長
の
門
人
十
五
人
が
、「
姓
名

簿
」
に
は
四
代
元
貞
の
門
人
十
三
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
巻
と
も
冒
頭
に
同

文
の
「
及
門
録
例
言
」
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
医
業
を
行
う
上
で
の
心
構

え
や
、
堕
胎
を
禁
ず
る
こ
と
な
ど
医
師
と
し
て
の
倫
理
が
説
か
れ
て
い
る
（
（2
（

。

　

近
代
の
医
学
関
係
文
書
で
は
、
明
治
五
年
に
五
代
小
室
元
長
ら
が
入
間
県
医
学
所

あ
て
に
出
し
た
「
医
道
試
験
猶
予
願
」（
№
六
四
七
六
・
七
七
）
が
あ
る
。
明
治
政
府

は
、
近
代
医
療
制
度
確
立
の
た
め
に
医
師
開
業
試
験
の
導
入
を
試
み
た
が
、
旧
来
の

在
村
医
た
ち
は
こ
れ
に
抵
抗
し
、
当
時
医
学
所
に
出
仕
し
て
い
た
元
長
を
介
在
し
て

猶
予
を
願
い
出
て
い
た
。
板
挟
み
に
な
っ
た
小
室
家
の
立
場
が
推
察
さ
れ
る
（
（2
（

。

　

そ
の
ほ
か
小
室
家
の
具
体
的
な
医
療
活
動
が
わ
か
る
資
料
と
し
て
は
、「
如
達
堂
主

人　

小
室
元
長
製
」
と
印
字
さ
れ
た
薬
包
紙
「
保
赤
子
主
治
並
用
法
」（
№
六
四
六
一
）

も
あ
る
。
こ
れ
は
如
達
堂
で
調
合
さ
れ
た
「
驚
風
・
疳
（
ひ
き
つ
け
）」
の
乳
児
・
小

児
用
丸
薬
の
も
の
で
、
包
氏
に
は
月
齢
・
年
齢
に
応
じ
た
服
用
法
ま
で
細
か
く
記
さ

れ
て
い
る
。
小
室
家
で
は
薬
種
問
屋
で
仕
入
れ
た
薬
剤
の
ほ
か
、
庭
の
畑
で
育
て
た

薬
草
で
製
薬
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
文
書
資
料
以
外
で
は
、
分
娩
の
際
に
使
用
さ

れ
た
鉄
鈎
・
鉗
子
・
刀
子
な
ど
の
医
療
器
具
、
製
薬
に
用
い
た
大
小
様
々
な
薬
匙
の

類
（
№
六
六
三
六
～
六
六
五
二
）
も
こ
の
度
寄
贈
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
の
松
山
城
主
上
田
長
則
の
朱
印
状
（
（2
（

（
№
六
六
二

一
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
番
匠
勘
解
由
」
に
対
し
て
「
小
室
」
と
名
乗
る
こ
と

を
許
す
と
記
さ
れ
て
い
る
。
番
匠
勘
解
由
と
小
室
家
前
身
の
田
代
家
に
接
点
は
見
当

た
ら
な
い
が
、
田
代
家
が
小
室
姓
を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
根
拠
と
考
え
ら
れ
、
産

科
医
小
室
家
の
起
点
に
な
る
も
の
と
し
て
「
医
学
」
の
項
に
分
類
し
た
。

　
歴
史
―
史
料

　

分
類
⑤
の
「
歴
史
―
史
料
」
の
項
目
に
は
、「
都
幾
山
慈
光
寺
実
録
（
写
）」（
№
六

四
六
八
）
と
、
こ
れ
に
合
綴
さ
れ
た
「
慈
光
寺
実
録
後
編
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
寛

政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
に
、
比
企
郡
平
村
（
現
と
き
が
わ
町
）
の
古
刹
、
慈
光
寺

の
第
九
六
世
信
海
が
記
し
た
寺
伝
「
都
幾
山
慈
光
寺
実
録
」
の
「
後
編
」
と
い
う
位

置
づ
け
で
、
五
代
元
長
が
好
古
家
仲
間
で
も
あ
る
平
村
の
峰
岸
重
行
と
と
も
に
文
献

や
寺
宝
な
ど
の
調
査
を
行
い
、明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

こ
の
ほ
か
、「
鉢
形
城
縄
張
り
図
」（
№
六
四
五
七
・
六
四
五
九
）、「
滝
山
城
図
」

（
№
六
四
六
○
）、
彩
色
の
施
さ
れ
た
「
下
仁
田
戦
争
戦
場
縮
図
」（
№
六
四
六
二
）

小
室
家
文
書
の
寄
贈
と
展
示
「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」
に
つ
い
て
（
井
上
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

八

な
ど
が
あ
り
、
元
長
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
小
室
家
関
係

　

分
類
⑥
の
「
小
室
家
関
係
」
に
は
、
縁
組
や
年
賀
な
ど
小
室
家
の
家
政
に
関
わ
る

も
の
の
ほ
か
、
安
藤
文
澤
か
ら
四
代
元
貞
に
あ
て
た
、
安
政
江
戸
地
震
の
被
害
状
況

な
ど
を
記
し
た
書
状
（
№
六
六
二
九
）
な
ど
、
書
状
類
が
大
半
を
占
め
る
が
、
小
室

家
初
代
の
元
貞
の
由
緒
書
（
№
六
六
○
一
）
や
辞
世
の
詩
句
（
№
六
五
九
二
）、
蔵
書

目
録
（
№
六
四
七
九
）
な
ど
も
あ
る
。
な
お
、
№
六
四
六
五
の
「
親
睦
帳
」
は
、
主

に
五
代
元
長
が
取
り
交
わ
し
た
書
状
の
写
し
を
中
心
に
冊
子
に
し
た
も
の
で
、
内
容

の
大
半
は
根
岸
武
香
ら
と
の
好
古
研
究
や
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』の
出
版
に
関
す

る
も
の
、
研
究
論
考
な
ど
で
あ
る
た
め
、
今
回
は
分
類
⑤
「
歴
史
―
史
料
」
と
し
た
。

　
書
画
・
拓
本

　

資
料
の
う
ち
、
約
二
○
○
点
と
最
も
数
が
多
い
の
は
、
分
類
⑧
「
書
画
・
拓
本
」

で
あ
り
、
こ
れ
は
墨
書
や
墨
画
、
彩
色
画
の
掛
幅
、
俳
諧
の
短
冊
が
中
心
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
五
代
元
長
が
師
事
し
た
芳
川
波
山
に
よ
る
「
如
達
堂
記
」（
天
保
十
一

年
銘
・
№
六
四
二
六
）
に
は
小
室
家
の
医
業
の
功
績
と
如
達
堂
の
隆
盛
を
称
え
た

文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
墨
書
「
如
達
堂
」（
№
六
四
四
五
）
と
と
も
に
、
波
山
と
小

室
家
の
信
頼
関
係
が
窺
え
る
。
ま
た
、
四
代
元
貞
が
師
事
し
た
丹
波
篠
山
藩
の
侍

医
で
産
科
医
、
足
立
長
雋
（
（3
（

の
墨
書
「
茲
有
自
然
在
医
為
之
庸
人
」（
№
六
四
一
九
）

や
、
書
家
で
儒
学
者
の
亀
田
鵬
斎
に
よ
る
「
崔
子
玉
座
右
銘
」（
№
六
三
九
三
）、
川

村
碩
布
の
「
四
時
混
題
百
詠
」（
№
六
四
○
七
）
な
ど
も
目
を
引
く
資
料
で
あ
る
。

　

墨
画
で
は
、
碩
布
が
嵐
雪
・
芭
蕉
・
其
角
の
肖
像
と
発
句
を
描
い
た
三
幅
対
（
№

六
三
八
二
）
や
、
得
意
と
し
た
「
梅
図
」
の
六
枚
組
（
№
六
四
二
八
）、「
相
撲
図
」

（
№
六
四
三
三
）、「
亀
図
」（
№
六
四
三
四
）
な
ど
碩
布
作
品
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
№
六
四
五
五
の
「
修
建
畠
山
重
忠
公
断
碑
記
」
拓
本
は
、
前
述
の
慈
光
寺

に
あ
る
板
碑
「
重
忠
断
碑
」
修
復
事
業
の
竣
工
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
の

碑
文
で
あ
る
。
当
事
業
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
九
）
か
ら
翌
十
二
年
に
か
け
て
行

わ
れ
、
五
代
元
長
も
そ
の
中
心
人
物
の
一
人
だ
っ
た
。

　

以
上
が
追
加
寄
贈
資
料
の
概
要
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
小
室
家
文
書
全
体
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
表
二
の
全
体
構
成
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
小
室
家
文
書
の
中
で
は
分
類
⑦
「
典
籍
」
が
突
出
し
て
お
り
、

次
に
書
簡
類
を
含
む
分
類
⑥
の「
小
室
家
関
係
」が
続
く
。
今
回
は
詳
述
し
な
か
っ

た
が
、
⑤
歴
史
―
史
料
に
は
古
代
・
中
世
文
書
等
も
含
ま
れ
、
分
類
⑨
「
錦
絵
・

刷
物
」
に
は
他
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
貴
重
な
も
の
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

小
室
家
の
三
千
点
を
超
え
る
典
籍
類
や
、
歴
史
史
料
・
書
画
・
拓
本
・
刷
物
・

絵
図
・
錦
絵
等
は
、
小
室
家
の
人
々
が
全
国
に
及
ぶ
幅
広
い
人
脈
を
も
と
に
数
世

代
に
わ
た
っ
て
収
集
し
た
も
の
や
、
こ
れ
も
数
世
代
に
わ
た
る
多
く
の
多
様
な
文

化
人
達
と
の
交
流
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
が
基
礎
と
し
て
根
底
に
あ
り
、

こ
れ
に
「
好
古
家
」
で
あ
る
五
代
目
の
元
長
が
明
確
な
目
的
意
識
の
も
と
に
収
集

し
た
も
の
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
多
彩
か
つ
重
厚
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
が
、
小
室
家
の
文
書
群
の
保
存
状
態
が
極
め
て
良
い
こ

と
で
あ
る
。
通
常
、
こ
れ
ほ
ど
の
数
量
の
文
書
群
で
は
、
あ
る
程
度
の
割
合
で
損

耗
の
激
し
い
文
書
が
あ
る
も
の
だ
が
、
小
室
家
文
書
に
関
し
て
は
多
少
の
経
年
劣

化
や
手
擦
れ
な
ど
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
虫
損
や
鼠
損
、
汚
染
な
ど
、
絵
画
に

お
い
て
は
褪
色
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。こ
れ
は
、資
料
が
長
期
に
わ
た
っ

て
適
切
な
保
存
管
理
下
に
置
か
れ
、
定
期
的
な
資
料
点
検
や
曝
書
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
小
室
家
歴
代
の
当
主
た
ち
が
、
学
問
や
書
物
、
そ

し
て
先
祖
へ
の
敬
愛
を
常
に
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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小
室
家
文
書
の
寄
贈
と
展
示
「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」
に
つ
い
て
（
井
上
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

一
〇



一
一

小
室
家
文
書
の
寄
贈
と
展
示
「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」
に
つ
い
て
（
井
上
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

一
二



一
三

小
室
家
文
書
の
寄
贈
と
展
示
「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」
に
つ
い
て
（
井
上
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

一
四



一
五

小
室
家
文
書
の
寄
贈
と
展
示
「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」
に
つ
い
て
（
井
上
）

追加寄贈資料写真

及門姓名簿・姓名録（№ 6424･6425） 「及門姓名簿」門人に伊古田純堂らの名がある

及門姓名簿・姓名録の冒頭に記された例言

上田長則朱印状（小室名乗ニ付）（№ 6621） 忽忘（日誌）（№ 6464）

紙本墨書「如達堂」（№ 6445）



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

一
六

許可書（産科施術伝授状）( № 6622）

産科の起源（№ 6631）

如達堂産科奥術秘伝巻（№ 6632）

産科器具（刀子・鈎・鉗子・薬匙）

「秘伝巻」と鉄鈎を納めていた箱（№ 6635）

「許可書」裏面の鉄鈎の図



一
七

　
　
三
　「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」
に
つ
い
て

　

コ
ー
ナ
ー
展
示
「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」
は
、
小
室
家
文

書
の
寄
贈
を
記
念
し
て
、
平
成
二
七
年
六
月
九
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
。
小
室
家
の
資
料
、
特
に
医
療
（
産
科
）
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
埼
玉
県
立

博
物
館（
当
時
）の
特
別
展「
子
育
て
の
原
風
景
―
カ
ミ
の
子
か
ら
ム
ラ
の
子
へ
―
」

（
一
九
九
四
）
や
毛
呂
山
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
特
別
展
「
蘭
学
事
始
―
蘭
医
安

藤
文
澤
と
太
郎
・
そ
の
周
辺
」（
一
九
九
五
）
な
ど
で
展
示
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、俳
諧
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
平
成
二
二
年
（
二
○
○
九
）
に
当
館
で
「
江

戸
近
郊
の
俳
諧
―
春
秋
庵
を
中
心
に
―
」
と
し
て
句
集
や
墨
画
の
展
示
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
資
料
の
多
様
さ
や
保
存
状
態
の
良
さ
か
ら
、
常
設
展
示
に
お

い
て
五
人
組
帳
な
ど
の
村
方
文
書
、
刷
物
、
錦
絵
な
ど
は
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
き

た
が
、「
小
室
家
」
と
し
て
の
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
展
示
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
る
。

　

展
示
は
二
部
構
成
と
し
、「
第
一
部　

在
村
医
の
ま
な
ざ
し
」
で
は
医
師
と
し
て

の
小
室
家
を
、「
第
二
部　

村
を
導
く
」
で
は
村
役
人
ほ
か
、
小
室
家
の
も
つ
様
々

な
表
情
を
紹
介
し
た
。
表
三
が
展
示
資
料
の
一
覧
、
図
一
が
展
示
の
配
置
で
あ
る
。

　

第
一
部
で
は
、「
プ
ロ
ロ
ー
グ
―
小
室
家
の
人
々
―
」
で
初
代
か
ら
六
代
目
ま
で

の
小
室
家
の
医
師
た
ち
を
紹
介
し
、
三
代
目
元
長
の
自
画
像
な
ど
を
展
示
し
た
。

次
に
「
Ⅰ
命
へ
の
ま
な
ざ
し
―
産
科
医
と
し
て
―
」
で
は
、
産
科
術
を
会
得
し
た

小
室
家
と
そ
の
活
躍
を
、
本
稿
で
も
紹
介
し
た
産
科
器
具
や
「
秘
伝
巻
」
な
ど
で

説
明
し
た
。
続
い
て
「
Ⅱ
医
学
へ
の
ま
な
ざ
し
―
究
め
・
広
め
・
育
む
―
」
で
は

如
達
堂
を
開
い
て
多
く
の
弟
子
を
育
て
、
近
代
医
療
へ
の
道
筋
を
作
っ
た
小
室
家

を
「
及
門
姓
名
録
」
や
「
蘭
東
事
始
」
な
ど
の
典
籍
類
、
書
状
な
ど
で
紹
介
し
た
。

最
後
に
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
―
近
代
の
小
室
家
―
」
で
は
、
医
業
か
ら
離
れ
た
後
も
村

の
近
代
化
の
た
め
に
尽
く
し
た
小
室
家
の
姿
を
紹
介
し
、
第
一
部
の
結
び
と
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、「
Ⅰ
村
役
人
と
し
て
」
で
村
政
を
担
い
、
激
動
の
幕
末
維
新
期
を

乗
り
越
え
た
こ
と
を
、「
Ⅱ
文
化
人
と
し
て
」
で
は
知
識
人
・
文
化
人
と
し
て
活
躍

し
、
多
く
の
著
名
な
俳
人
や
学
者
な
ど
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

そ
し
て
「
Ⅲ
好
古
家
と
し
て
」
で
は
現
在
の
考
古
学
・
歴
史
学
・
史
料
学
に
も
繋

が
る
五
代
目
元
長
の
活
動
業
績
を
中
心
に
展
示
を
行
っ
た
。

　

本
稿
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
小
室
家
文
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
テ
ー
マ

で
い
く
つ
も
の
特
別
展
が
開
催
で
き
る
ほ
ど
の
豊
富
な
内
容
（
種
類
・
数
量
も
含

め
て
）
を
持
っ
て
い
る
。
今
回
の
展
示
は
「
在
村
医
」
と
い
う
部
分
に
若
干
重
点

を
置
い
た
も
の
の
、
あ
く
ま
で
も
展
示
の
趣
旨
で
あ
る
「
小
室
家
文
書
」
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、
と
い
う
紹
介
と
し
て
の
展
示
で
あ
り
、
会
場
の
容
量
の
限
界

も
あ
っ
て
、
在
村
医
の
活
躍
を
地
域
医
療
・
文
化
や
近
世
医
学
史
の
中
に
位
置
づ

け
る
展
示
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
（
（3
（

。
ま
た
、
若
干
詰
め
込
み
す
ぎ
で
あ
り
、
小

室
家
の
様
々
な
側
面
の
紹
介
も
表
層
的
で
雑
駁
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
印
象
も
否
め

な
い
が
、
今
後
、
個
々
の
内
容
を
深
め
た
展
示
を
企
画
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
終
わ
り
に

　

小
室
家
文
書
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
語
り
尽
く

さ
れ
て
い
る
感
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
ほ
ん
の
一
端
に
す
ぎ
ず
、
更
に
奥
深

い
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
今
回
、
更
に
新
た
な
資
料

が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
今
後
一
層
研
究
が
深
化
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
資
料
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
小
室
開
弘
氏
と
ご

家
族
の
皆
様
に
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
稿
を
ま
と
め

る
に
あ
た
り
、
ご
教
示
・
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
い
た
芳
賀
明
子
氏
、
追
加
寄
贈
資
料

の
整
理
を
行
っ
た
兼
子
順
氏
ほ
か
関
係
各
位
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

小
室
家
文
書
の
寄
贈
と
展
示
「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」
に
つ
い
て
（
井
上
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

一
八



一
九

小
室
家
文
書
の
寄
贈
と
展
示
「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」
に
つ
い
て
（
井
上
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

二
〇

　「小室家文書展」展示風景

第一部　在村医のまなざし

Ⅱ医学へのまなざし－究め・広め・育む－

第二部　村を導く

Ⅱ文化人として

Ⅰ命へのまなざし－産科医として－

エピローグ－近代の小室家－

Ⅰ村役人として

Ⅲ好古家として



二
一

　

註
(1)　
『
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
第
36
集　

小
室
家
文
書
目
録
』（
埼
玉
県
立
文
書
館

　

一
九
九
七
）。
文
書
の
整
理
・
解
説
は
新
井
浩
文
氏
、
長
谷
川
宏
氏
（
Ⅳ
典
籍
）
に
よ
る
。

(2)　

①
『
埼
玉
県
史　

通
史
編
４　

近
世
２
』（
埼
玉
県　

一
九
八
九
）
②
『
埼
玉
県
史　

　

資
料
編
12 
近
世
３ 

文
化
』（
埼
玉
県　

一
九
八
二
）

(3)　

①
『
都
幾
川
村
史　

通
史
編
』（
都
幾
川
村　

二
○
○
一
）
②
『
都
幾
川
村
史
資
料
４

　

⑸
⑹　

近
世
編　

明
覚
地
区
Ⅰ
Ⅱ
』（
都
幾
川
村　

一
九
九
八
）
③
『
都
幾
川
村
史
資

　

料
５
⑴
⑵　

近
・
現
代
編　

明
治
・
大
正
Ⅰ
Ⅱ
』（
都
幾
川
村　

一
九
九
四
）　

(4)　

小
室
家
で
は
、
四
代
目
の
元
貞
が
曾
祖
父
に
あ
た
る
初
代
（
田
代
）
元
貞
の
名
を
襲
名

　

し
て
お
り
、
五
代
目
は
祖
父
（
三
代
）
と
同
じ
元
長
を
、
六
代
目
も
祖
父
（
四
代
）
と

　

同
じ
元
貞
を
名
乗
っ
て
い
る
。　
　

(5)　

秩
父
出
身
で
四
代
元
貞
の
門
人
、
伊
古
田
純
道
（
一
八
○
二
～
一
八
八
六
）
は
、
飯
能

　

出
身
で
甥
の
岡
部
均
平
（
一
八
一
五
～
一
八
九
五
）
と
と
も
に
、嘉
永
五
年
（
一
八
二
三
）、

　

現
在
の
飯
能
に
お
い
て
日
本
で
初
め
て
帝
王
切
開
手
術
を
成
功
さ
せ
た
。
ま
た
、
同
じ

　

く
門
人
で
毛
呂
山
出
身
の
安
藤
文
澤
（
一
八
○
七
～
一
八
七
二
）
は
、
日
本
で
最
初
期
に

　

種
痘
接
種
の
普
及
に
貢
献
し
た
人
物
で
、
お
茶
の
水
順
天
堂
創
始
者
で
あ
る
佐
藤
尚
中
の

　

師
と
し
て
も
名
高
い
。

(6)　

小
室
家
の
所
在
す
る
番
匠
村
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
幕
領
で
あ
っ
た
が
、
元
禄

　

十
年
（
一
六
九
七
）
以
来
、
旗
本
佐
久
間
安
芸
守
の
知
行
地
（
旗
本
領
）
と
な
っ
た
。

　

名
主
は
代
々
正
木
家
が
務
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
三
代
元
長
は
名
主
を
、
四
代

　

元
貞
・
五
代
元
長
は
名
主
後
見
役
を
務
め
て
い
る
。

(7)　

こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
重
田
正
夫
氏
「
比
企
郡
都
幾
川
村
小
室
家
文
書
調
査
概
報
」

　
（『
文
書
館
報　

第
七
号
』
一
九
七
九
）
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

(8)　

前
掲
註
２
②
参
照

(9)　

前
掲
註
２
①
参
照

(10)　

細
野
健
太
郎
氏
「
近
世
後
期
の
地
域
医
療
と
蘭
学
―
在
村
医
小
室
家
の
医
業
を
中

　

心
に
―
」（『
埼
玉
地
方
史　

第
43
号
』
埼
玉
県
地
方
史
研
究
会　

二
○
○
○
）、
同
「
幕

　

末
・
明
治
期
の
地
域
医
療
―
在
村
医
小
室
家
の
活
動
を
通
し
て
―
」（『
近
世
に
お
け
る

　

地
域
支
配
と
文
化
』（
北
原
進
編　

大
河
書
房　

二
○
○
三
）、
な
ど
、
細
野
健
太
郎
氏
に

　

よ
る
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、重
田
正
夫
氏「
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
人
々
」（『
江

　

戸
時
代
人
づ
く
り
風
土
記
11　

埼
玉
』（
農
村
漁
村
文
化
協
会　

一
九
九
五
）、
青
木
歳

　

幸
氏
『
在
村
蘭
学
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版　

一
九
九
八
）、
杉
立
義
一
氏
『
お
産
の
歴

　

史
―
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
』（
集
英
社
新
書　

二
○
○
二
）
な
ど
で
も
産
科
医
小

　

室
家
と
そ
の
門
人
た
ち
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

(11)　
「
小
室
家
日
記
」
に
つ
い
て
は
、石
岡
康
子
氏
・
芳
賀
明
子
氏
に
よ
っ
て
解
読
・　

　

分
析
さ
れ
て
お
り
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
～
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
か
け
て
の

　

七
冊
が
『
都
幾
川
村
史
資
料
４
⑹
』（
前
掲
註
３
②
）
第
九
章
第
二
節
に
翻
刻
掲
載
さ

　

れ
て
い
る
。
ま
た
、
芳
賀
明
子
氏
の
研
究
「
武
州
比
企
郡
番
匠
村
の
老
医
師
小
室
元
長
の

　

日
記
―
文
政
九
年
か
ら
嘉
永
四
年
ま
で
―
」（『
紀
要　

第
28
号
』
埼
玉
県
立
文
書
館

　

二
○
一
五
）
で
は
、
三
代
元
長
の
日
記
が
読
み
解
か
れ
て
い
る
。

(12)　
『
蘭
学
事
始
』
は
、明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
福
沢
諭
吉
ら
が
出
版
し
た
際
の
書
名
で
、

　

杉
田
玄
白
が
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
翻
訳
を
完
成
さ
せ
た
際
に
は
「
蘭
（
学
）
す

　

で
に
東
せ
り
」
と
し
て
『
蘭
東
事
始
』
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。

(13)　
『
遁
花
秘
訣
』
は
ロ
シ
ア
語
の
牛
痘
書
の
訳
本
（
花
＝
天
然
痘
の
こ
と
）
で
、
幕
府

　

通
詞
馬
場
貞
由
（
佐
十
郎
）（
一
七
八
七
～
一
八
二
二
）
の
著
作
。
牛
痘
書
、
更
に
ロ

　

シ
ア
語
訳
本
と
し
て
は
日
本
初
の
書
で
あ
る
。
残
存
数
が
少
な
く
、
松
本
明
知
氏
の
研

　

究
「
馬
場
貞
由
「
遁
花
秘
訣
」
写
本
一
六
種
の
書
誌
学
的
研
究
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌

　

第
４
号
』
日
本
医
師
学
会　

二
○
○
六
）
で
は
小
室
家
本
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(14)　
『
撒
羅
満
氏
産
論
』
は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
サ
ロ
モ
ン
教
授
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
産

　

科
書
で
、
日
本
で
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）、
勅
使
河
原
村
（
現
上
里
町
）
出
身
の

　

蘭
学
者
、
矢
田
部
卿
雲
（
一
八
一
九
～
一
九
五
七
）
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
。

(15)　
『
毛
呂
山
町
史
料
集
第
２
集　

安
藤
文
澤
―
種
痘
の
創
始
者
― 

郷
土
が
生
ん
だ
蘭
方

　

医
』（
毛
呂
山
町
教
育
委
員
会　

一
九
九
一
）、『
特
別
展　

蘭
学
事
始
―
蘭
医
安
藤
文

　

澤
・
太
郎
と
そ
の
周
辺
』
図
録
（
毛
呂
山
町
歴
史
民
俗
資
料
館　

一
九
九
五
）
な
ど
。

　

な
お
、『
埼
玉
県
史　

資
料
編
12
』（
前
掲
註
２
②
）
に
は
、
伊
古
田
純
道
が
嘉
永
五
年

　
（
一
八
五
二
）
に
行
っ
た
帝
王
切
開
術
の
顛
末
を
執
筆
し
た
「
子
宮
截
開
術
実
記
」
の

小
室
家
文
書
の
寄
贈
と
展
示
「
小
室
家
文
書
展
―
在
村
医
の
ま
な
ざ
し
―
」
に
つ
い
て
（
井
上
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
九
号
（
二
〇
一
六
・
三
）

二
二

　

全
文
が
翻
刻
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(16)　

重
田
正
夫
氏
「
埼
玉
県
に
お
け
る
皇
国
地
誌
の
編
輯
過
程
」（『
紀
要　

第
18
号
』

　
（
埼
玉
県
立
文
書
館　

二
○
○
五
）、
同
「
幕
末
・
明
治
初
期
「
好
古
家
」
た
ち
の
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
」（『
埼
玉
の
文
化
財　

第
51
号
』（
埼
玉
県
文
化
財
保
護
協
会　

二
○
一
一
）、

　

同
「
明
治
初
期
に
お
け
る
武
蔵
の
「
好
古
家
」
根
岸
友
山
と
武
香
（
下
）
―
上
中
条

　

村
出
土
の
埴
輪
と
黒
岩
村
横
穴
墓
群
の
発
掘
を
中
心
に
―
」（『
熊
谷
市
史
研
究
第
７

　

号
』　

熊
谷
市　

二
○
一
五
）、芳
賀
明
子
氏「〈
史
料
紹
介
〉「「
好
古
家
」の
書
簡
集『
内

　

山
手
簡
』
―
内
山
作
信
と
小
室
元
長
の
交
流
―
」（『
紀
要　

第
25
号
』
埼
玉
県
立
文
書

　

館　

二
○
一
二
）、
重
田
正
夫
氏
・
白
井
哲
哉
氏
編
『『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
を
読
む
』

　
（
さ
き
た
ま
出
版
会　

二
○
一
五
）
な
ど
。

(17)　

武
井
尚
氏
「
小
室
家
文
書
の
中
世
文
書
―
『
屋
代
典
憲
氏
所
蔵
古
文
書
之
写
』
に

　

つ
い
て
―
」（『
紀
要　

第
４
号
』
埼
玉
県
立
文
書
館　

一
九
九
○
）、
新
井
浩
文
氏
「
小

　

室
家
文
書
所
収
の
中
世
文
書
―
工
村
々
舎
叢
書
」
所
収
「
内
山
氏
古
文
書
」
に
つ
い
て

　

―
」（『
紀
要　

第
11
号
』
埼
玉
県
立
文
書
館　

一
九
九
八
）、
諸
岡
勝
氏
「
文
書
館
収
蔵

　

の
拓
本
資
料
―
林
家
の
板
碑
拓
本
の
紹
介
―
」（『
紀
要　

第
21
号
』
埼
玉
県
立
文
書
館

　
　

二
○
○
八
）
な
ど
。　

(18)　
『
都
幾
川
村
史
資
料
４
⑹
』（
前
掲
註
３
②
）
第
九
章
第
一
節
に
小
室
家
文
書
の
「
会
日

　

稿
」（
№
二
七
○
五
）
と
「
俳
諧
連
歌
集
」（
№
二
七
○
九
）
が
翻
刻
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(19)　
『
都
幾
川
村
史
資
料
４
⑹
』（
前
掲
註
３
②
）
第
八
章
第
四
節
に
小
室
家
文
書
の
「
慶
応

　

四
年
御
立
退
始
末
」（
№
三
五
○
）
と
「
御
立
退
諸
勘
定
帳
」（
№
一
八
四
）
が
翻
刻
掲

　

載
さ
れ
て
い
る
。

(20)　
『
埼
玉
県
史　

資
料
編
12
』（
前
掲
註
２
②
）、
土
井
康
弘
氏
・
武
内
博
氏
・
大
沢
眞
澄
氏

　
「
小
室
家
文
書
」
の
蘭
学
者
書
簡
に
つ
い
て
―
足
立
長
雋
発
信
の
書
簡
―
」（『
東
京
学
芸

　

大
学
紀
要
第
４
部
門 

数
学
・
自
然
科
学
』 

東
京
学
芸
大
学　

一
九
九
二
）
ほ
か
。

(21)　

内
田
洸
氏
「
安
田
雷
洲
の
没
年
及
び
画
業
に
つ
い
て
」（『
美
術
史
研
究　

第
五
二

　

冊
』
二
○
一
四　

早
稲
田
大
学
美
術
史
学
会
）

(22)　

芳
賀
明
子
氏
「
明
治
期
風
景
銅
版
画
を
め
ぐ
っ
て
～
埼
玉
を
描
い
た
『
博
覧
図
』

　
（
精
行
社
）」（『
紀
要　

第
26
号
』
埼
玉
県
立
文
書
館　

二
○
一
三
）

(23)　
『
小
室
家
文
書
目
録
』
で
は
、
Ⅰ
古
文
書
近
世
の
部
（
12
項
目
）・
Ⅱ
古
文
書
近
代
の
部

　
（
13
項
目
）・
Ⅲ
書
状
の
部
・
Ⅳ
典
籍
の
部
・
Ⅴ
書
画
の
部
・
Ⅵ
錦
絵
・
刷
物
の
部
、
と
し

　

て
分
類
（
Ⅲ
～
Ⅵ
は
そ
れ
ぞ
れ
細
目
あ
り
）
さ
れ
て
い
る
。

(24)　

三
代
目
元
長
の
日
記
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
11
の
芳
賀
明
子
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。

(25)　

教
育
者
で
も
あ
る
現
御
当
主
開
弘
氏
の
お
話
に
よ
る
と
、
学
校
な
ど
で
子
供
た
ち
に

　

こ
れ
ら
の
資
料
を
見
せ
て
、
小
室
家
の
医
療
の
歴
史
を
語
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

(26)　

賀
川
流
産
科
術
と
鉄
鈎
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
10
の
杉
立
義
一
氏
の
著
書
に
詳
述

さ
　

れ
て
い
る
。

(27)　
「
及
門
姓
名
簿
」
の
元
貞
の
門
人
に
、
伊
古
田
純
道
、
岡
部
均
平
、
安
藤
文
澤
の
名
が
見

　

ら
れ
る
。
ま
た
、
安
藤
文
澤
の
弟
で
あ
る
安
藤
容
敬
、
元
長
の
門
人
帳
に
名
が
あ
る
横

　

田
長
順
の
息
子
元
司
ら
の
名
も
あ
り
、
家
族
・
一
族
に
よ
る
子
弟
関
係
が
続
い
て
い
た

　

こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、「
姓
名
録
」・「
姓
名
簿
」
は
『
都
幾
川
村
史
資
料
４
⑹
』（
前
掲

　

註
３
②
）
第
九
章
第
一
節
に
全
文
が
翻
刻
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(28)　

細
野
健
太
郎
氏「
医
療
の「
近
代
化
」と
在
村
医
―
入
間
県
を
事
例
に
―
」（『
紀

　

要　

第
17
号
』
埼
玉
県
立
文
書
館　

二
○
○
四
）
参
照
。

(29)　

当
文
書
は
国
立
国
会
図
書
館
甲
山
文
庫
所
収
「
武
蔵
古
文
書
」
に
写
し
が
あ
る
。

(30)　

好
古
家
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
は
前
掲
註
16
の
重
田
正
夫
氏
、
芳
賀
明
子
氏
の
研

　

究
に
詳
し
い
。
な
お
、
元
長
の
収
集
資
料
に
は
、
慈
光
寺
か
ら
散
逸
し
た
も
の
と
推
定

　

さ
れ
る
「
紙
本
墨
書
大
般
若
経
」（
慈
光
寺
蔵
・
重
要
文
化
財
）
の
断
簡
が
あ
る
。

(31)　

足
立
長
雋
（
一
七
七
六
～
一
八
三
七
）
は
江
戸
の
蘭
学
者
・
産
科
医
で
、
丹
波
篠
山
藩

　

の
侍
医
。
江
戸
の
蘭
方
産
科
医
の
祖
で
あ
り
、『
女
科
集
成
』『
産
科
礎
』
な
ど
の
翻
訳
を

　

行
っ
て
い
る
。
門
人
に
は
順
天
堂
を
創
設
し
た
佐
藤
泰
然
も
い
た
。

(32)　

在
村
医
を
扱
っ
た
展
示
と
し
て
は
、
特
別
展
「
村
の
医
者
ど
ん
」（
館
山
市
立
博
物

　

館　

二
○
○
八
）、
特
別
展
「
村
医
者
と
医
者
村　

多
摩
の
医
療
奮
闘
記
」（
パ
ル
テ
ノ
ン

　

多
摩
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

二
○
○
八
）、
企
画
展
「
万
病
に
挑
む　

在
村
医
た
ち
の
足

　

跡
を
追
っ
て
」（
津
山
洋
学
資
料
館　

二
○
一
二
）
な
ど
が
あ
る
。
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